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前号まで3回にわたり、明治から時代を逆上つて江戸の

町へ少しばかり寄り道して来ました。江戸時代、出版文化、

商業文化が花開く中で、こく特殊な例であるにせよ通販

がすでに存在していたのはたいへん興味深い事実です。

さて、再び時代の目盛りを明治期に戻しますと、すでにお

話したように明治30年代以降、わが国には最初の通販ブ

ームが訪れました。三越呉服店、高島屋が通販に進出す

る一方、洋品店、雑貨店などの中にも通信販売を兼業と

するところが増え、それに新問社や雑誌社が代理部を設

置して通販事業を始めるといつた具合です。これらは主

に本業プラス通販の兼業のかたちをとっていましたが、

そうした中で、アメリカに学んだ分厚い総合カタログによ

る専業通販を立ち上げた東京用達合資会社と森又組が

あり、この2社については第 13講でこ紹介しました。残念

ながら両社とも数年で挫折してしまいましたが、明治も

末の44年の 12月 、当時23歳の大谷久雄によつて、また新

たな通信販売専業企業・大谷兄弟商会が東京の京橋に設

立されました。きつかけは、大谷が兵役に就いていたとき

野営の折に泊まつた人里離7rtた民家で通販カタログが大

切そうに神棚に置かれてしヽたことからだといいます。除

隊した大谷は母親から2500円の援助を受け、これを資本

金に店舗を借りると、すぐさま東京朝日新間に広告を出

しました。このときの扱い品は格安の毛布2種類のみで

したが、同じ月内に安全弟J刀、ショールなどの通販広告を

続けて打ちました。し/DNし 500円の広告費に対して注文

は期待値の ]0分の ]以下、僅か182円 68銭だつたといい

ます。ちなみに当時の貨幣価値は、ザル蕎麦]杯が3銭

(003円 )程度ですから、今の立ち食い蕎麦の値段から

すると]万分の 1く らいとなり、500円 の広告費 |よ今の

500万円に相当するかと思われます.資本金を出 tノてく

れた母親も衰気ですが、最初の月からこrtだけの広告費

を使つた大谷もたいした度胸です。出だしから失敗した

大谷商会ですが、これにめげずさまざまな試みを行います。

でも、なかなかうまくはいきません。そんな苦闘の過程

と成功の糸口をつかむまでの経緯については次号でこ

紹介することにし讀しょう。

第261B■

日本の通信販売は第二次世界大戦後の高度成長下にお

ける消費文化の産物のように思われがちですが、実際には

それよりずつと以前、明治時代の後半に第一次の通販ブー

ムが訪れていたのです。当時の通販をリードしたのは、三

越をはじめとする百貨店や、新聞社・出版社の通販事業担

当部 F電でしたが、そうした中で店舗も別の本業も持たず、

専業の通販に果敢に挑んだベンチャーもありました。その

代表が23歳で大谷兄弟商会を立ち上げた大谷久雄でした。

明治44年末、当時の金で500円の大枚を投じた新聞広告

で惨敗を喫した大谷|よ、その後さまざまなDMを試みまし

たが、いずれもうまくいかず、つ t′ にヽ元手の2500円が底を

ついてしまいます。もはやこれまでかと半ば覚悟を決めた

とき、大谷に二つの偶然が重なりました。一つ |またまたま

吉本歴で買つた本に、アメリカのバトラー兄弟による卸通

販の成功例が載つていたこと。いま一つは大谷の妹が印

刷業者と結婚することになり、カタログ制作費を前金で用

意しなくてもよくなったことです。大谷はさつそく四六判

32ページのメリヤス製品のカタログ1000部を制作し、そ

の全てを北海道の不便な地域の小売業者へ発送 tノました。

そこで大谷がアピールしたのが「大谷式仕入方策」で、従

来はlタイプことに1ダース以上といつた多量の注文でな

いと仕入れできなかつたものを、どんなに小口でも同一の

卸価格で、しかも遅滞なく届けるというものでした。さらに、

着荷時点で不満な点があれば取替え、返品も可としたので

す。これは今日のミスミなどが手掛けたBto B通販の先駆

けと言えるでしょう。この戦略は大当たりし、「注文書が東

になって殺到し、毎日数百円、多い日には数千円の金額と

なり、自ら唖然とした」と大谷自身が記しています。しかし、

注文殺到は良いことばかりではありませんでした。あまり

の大景注文に、大谷の商品仕入元が仰天し、既存ルートと

の兼ね合いもあり、新興の大谷商会に商占||を LJさなくなつ

たのです。このため大谷は、せつかくの,■文の大半を握り

つぶさざるを得なくなりました。とはいえ、この方式自体は

極めて有望との確信を得た大谷は、信用力がついた後の

再度の挑戦を期して、いつたん卸通販から撤退、もう一度

小売通販にチャレンジすることになります。



第27圃

わが国初の卸通販、つまりBtoB通販の先駆けとして成功

したかに見えた大谷兄弟商会でしたが、あまりの注文の多

さに仕入れ元が仰天し、供給をストップしてしまつたため、泣

く泣くいつたん撤退することになります。また小売通販に戻

った大谷は、あまり知識のないまま靴の通販を行つたため、

粗悪品をつかまされて大きな痛手を受けます。さらに追しヽ

撃ちをかけるように、隣家から出た火災の類焼で、商品の一

部を除くほとんどすべてのものを失います。しかしこの際に、

全預金を1またしヽて取引先の支払いに充てたことで信用を高

め、有賀玉吉というスポンサーを得ることになるのですから、

人間万事塞翁が馬です。そこで大谷は、当時日本の支配下

だつた朝鮮の村役場に目をつけ、そこに派遣さねている日

本人の役人を対象に「大谷タイムス」という1青報紙を発行tノ、

これを通じて今度|ま質の高い靴などを販売します。いわば

職域通販のはしりです。反饗は大きく、生産が間に合わない

ほどでしたが、このルートにも悪徳業者が目をつけるように

なつたため、通販に対する不信感が広まり、長続きしません

でした。その後大谷は、妻と愛児の死という悲康」に見舞われ

ましたが、通販への意欲は衰えず、大正5年、ある帽子間屋

からどんなに多量の注文にも対応するという好意的な後援

を得て、卸通販に再チャレンジします。当時、帽子は紳士の

お洒落のシンボルでしたので、往復はがきで小売店に案内

した鳥打帽子や格安の中折帽子に注文が殺到しました。帽

子の成功をベースに、大谷はメリヤスのシャツでも大当たり

させます。販路も、北海道や、台湾・朝鮮などの植民地、さら

に内地へと拡大し、ついに大谷商会は総合洋物卸間屋とし

ての地位を確立します。本社は四階建て2百坪、正規社員60

名のほか、交換手、計算係、荷造係などを抱え 帽ヽ子部、メリ

ヤス部、雑貨部、棚衣 (肌着)部、鞄部、洋服部、輸出部を有し、

1日の平均ji文 500i勘、1日の売上1万円以上、年間売上数百

力 111、 爛販卸先 ]万 4千店というのが、最盛期の大谷商会の

姿で tノたoこの売上規模は、当時通販のリーダーとして自他

共にI奮 :t,た I越の2倍以上だつたということですから、大谷

の成功がど″|はどのものだつたか想像がつきます。次回は、

大谷蔵1食編の l17終 |口として、同社の嵯践に至る道と、大谷が
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第28回

明治後期から大正にかけて、通販業界に彗星のことく

現れ、一時は業界のリーダーとして自他共に許した三越

の2倍以上の売上をマークした大谷兄弟商会の大谷久雄

は、通販を志す後進のためにと、次のような「通販業の基

本的な心構え」と言うべきアドバイスを残しています。①

販売価格は仕入価格に適正な利潤をもつて設定すること

②商品に精通し安価で売る。通販|よ便/11さより安さであ

る③わが国では年商]千万円程度までの通販は可能だが、

それ以上だと採算が難しい④通販は間屋の補助事業とし

て有効⑤何よりも顧客満足が重要⑥表示価格は公正なも

のとして決して値引き販売しない⑦どんな小さな注文に

対しても親切に応対③出荷は迅速に(受注後12時間以内)

③苦情の解決は迅速に行う。

大谷のこうした着眼点は、今日の通販から見てもかな

り納得できるものです。彼が想定した売上規模1干万円

を今の貨幣価値に換算するといくらくらいになるのかは、

比較基準とする物によつて変わりますが、当時盛り蕎麦 ]

杯の値段が3銭でしたから、約1万倍とすると]千億円に

相当します。現在でも、年商l千億円というのは大きな力

べですので、なかなかいい線をついていると思われます。

しかし、専業通販で急成長した大谷商会にも、ほどなく

終焉が訪れます。大正9年に起きた大恐1荒で、金融機関や

企業の任」産が相次ざます。高い資金回転率を活かして積

極的な拡大に走つた大谷商会はへ企業体質の弱さを露呈し、

たちまち危機に瀕します。質のいい従業員が少なく、い

わゆる不良店員が足を引つ張つたとも言います。さらに、

現預金をはたいて取引先を保護しようとした大谷の侠気

が破綻を早めたとも言われています。こうして華々しか

つた大谷劇場は幕を下ろしたのですが、大谷商会の脱歌

と時を同じくして、わが国の遇販業|よ長い長い氷河期l、 あ

るいは暗黒時代というべき時期に突入することになります。

そして、再び通販に春が訪れるのは第二次大戦が終わつ

た昭和20年代を待たなければなりませんでした。これと

は対照的に、アメリカにおける通販は、わが世の春を謳歌

するのです。次国からは、その辺の事 |｀青をお話しすること

にしましょう。



第29回

明治の時代、西洋の文明と技術に追いつこうという日

本人の意欲と、持ち前の新しいものへの好奇心は、近代

郵便制度をいち早く利用した通信販売の分野においても

いかんなく発揮されました。明治30年代から大正初期に

かけての通販の隆盛が、もしそのままつづいたら、日本

の通販業は欧米に負けないほどの発展を見たかも知れ

ません。しかし時代が大正の半ばにさしかかる頃から、通

販に対して逆風が吹き出します。その始まりが大正9年に

発生した大恐慌でした。通販業界の風雲児 ,大谷久雄が

興した大谷兄弟商会も、そのあおりを食らつて倒産に追

い込まれましたが、恐慌につづく大災害や社会を揺るが

す相次ぐ事件の中で、百貨店による通販事業もまた、停滞、

縮小を余儀なくされます。大正 12年に起きた関東大震

災と、それにともなう社会不安、昭和に入つた直後に起き

た銀行取付け騒動。さらに追い撃ちをかけるように、昭

和4年にはニューヨーク株の暴落を引き金とした世界恐

慌が始まります。東京帝大卒ですら3害」以上が職に就け

ないほどの失業者の増加、女子を身売りしなければ生き

られない農村の窮乏、五一五事件など不穏事件の続発、

満州事変、上海事変などの対外紛争の発生により、人々

は生活を楽しむゆとりを失つていきます。もちろん、不況

や社会の混乱の影響を受けたのは通信販売業だけでは

ありませんでしたが、中には軍需関係などの国策に関わ

る産業や、生活必需品やその代用品を扱う業種業態のよ

うに、甘い汁を吸えたところも少なくありませんでした。

しかし、このような社会情勢は通販にとっては致命的です。

通販の普及度は文化のバロメーターと言われますが、文

化や技術だけでなく、人々の生活や心のゆとり、社会の安

定、安心と信頼、平和、自由といった要素が揃つてはじめ

て発展するのが通販です。ですから、統制経済、物不足、

軍国主義下の出版物の規制などによる打撃を通販はも

ろに受けることになります。わが国通販にとって、まさに「氷

河期」とも呼ぶべき時代の至」来です。そんな中でも、な

にかしら通販らしきものは存在したのでしょうか。一方ア

メリカなどでは、通販業はどうなつていたのでしょうか。

引き続き次号でこの時代を考察して行きたいと思います。

第30回

昭TE11 0年代に入ると、軍靴の響きはますます高まります。

あらゆる産業や経済活動はお国のため、軍事体制強化の

ために向けられるべきとされ、lEl人生活を楽しむための

通信販売の出る幕などとてもなしヽ環境となります。昭和

12年には、その後泥沼化する日中戦争が始まリー、翌 13年

には戦争遂行のため、労務、資金、物資、物価、企業、動力、

貿易、言論など、国民生活の全分野にわたる統市1権限を

国家が保有するという、戦時統制法が制定されます。こう

した動きに呼応して、隣組とか薫×報国会といつた組織が、

非国民的行動に目を光らせているのですから、個人や民

間企業の自由な活動は奪われてしまいます。新聞や雑誌

の広告も、国の方針に沿うものでないと掲載が許可され

ません。そこで、直接的には軍事関連でない商品を製造

販売する民間企業は、様々な知恵を絞り、国策に協力して

いる姿勢を示すことになります。昭和 13年当時の、広告

コピーの実例をいくつか挙げてみましょう。(蜂ブドー酒〉

銃後国民各位よ、身体を強健にして業務に精l~FJt以て生

産力の拡充に努め、国家総力戦の遂行に万全を期せられ

よ |この際、体力増強飲料として、鉄分その他滋強素を豊

富に含有する美味健康の糧「蜂ブドー酒Jを朝夕愛飲して、

元気一杯、協カー致、産業報国の途を一路邁進せられん

ことを。〈味の素〉武運長久を祈る1腹こしらえして職場

でガンバレ!食事の美味いますいは働く者の元気に忽ち

影響します。まして平時の幾居倍も働こうという今、昧の

素の利用は時を得たり。うまい食事で大いに元気をつけ

ましょう。(ライオン歯磨〉歯磨はライオン潤製時代。時

局の要請する歯磨、国策に沿える経済的歯磨………こう

した調子は化粧品も例外ではありません。(レートクレー

ム (注、クリームの意)〉 大陸に発展する新日本の女性は、

あくまで健やかに、あくまで美しくあれ・菊池寛―・としヽつ

た具合です。今説むとこじつけもいいところで、笑え Ctノ

まいますが、当時としてはこういつたコピーをひねり出す

ことで、当局の規制を回避し、軍国主義団体からの非難を

逃れ、なんとか民間企業として生き残ろうと必死だつた

のです。次回は、こうした時局を逆手に取り、したたかに

商売ヒノた事例などを紹介します。

通
‐
1販 史 探 1議 ■∵■大正から昭和へく通販氷河期〉.(1‐ ):



第31回

前号で昭和12～3年頃の広告の実例をいくつか紹介し

ましたが、軍国主義―色の統tll経済下で、民需品を扱う

企業は様々な制約の中、なんとか当局の監視の目をクリ

アーしようと、必死で国策協賛の文案 (コピー)をひねり

出していたのです。そんながんじがらめの状況にあつて「、

たんに軍国調の言葉を使うだけでなく、積極的に時局を

利用した会社がありました。それが森下仁丹です。同社

は地球を図案にした薄い円盤型の容器を考案するととも

に、次のような広告に打つて出ました一一―「仁丹の新容

器:戦地へ出す手紙には必ず仁丹を同封してください。

受けた兵隊さんは慰間袋のように喜ぶし、戦地ですぐ重

宝する。戦時下の秋、消化と薄消しの仁丹で胃腸を強化し、

颯爽と銃後の活動を全うするにふさわしい、時局強調
―
の

美しい容器を進呈す」。時あたかも、中国戦線は泥沼化し、

出征兵士に贈る「千人針」や、外地の将兵に送る「慰間袋」

が流行語になるほどでした。とはいえ、慰問袋を出すにし

ても、かさ張るものや菫いものは送れません。送れと督

励されても、適当なものが見つからず、みんなが頭を悩

ませているところに、こういった広告をぶつけたわけです。

薄くてコンパクトな容器に入れた仁丹なら、普通の封筒

で手軽に送れますし、不衛生な戦地を転戦している兵士

たちにとっても、日臭除去、消化促進、毒消しに使える仁

丹は、余計な、邪魔になるようなものが送られて来るより、

よほど重宝したはずです。ここに目をつけた森下仁丹は

まさにしたたかです。厳ししヽ統制経済と物資の不足の中で、

通信販売はほぼ壊減状態にありましたが、広告によって

仁丹の購入を喚起し、買つた仁丹を戦地の兵士に郵送さ

せるという森下仁丹が採つた手法は、こく広い意味にとれ

ば通信販売の変種と言えるかも知ねません。インターネ

ット上の同社のサイトを開くと、森下仁丹歴史博物館とい

う」一方一がありま」が、そこの山年の歩みの年表に、ど

ういうわけか昭和13年の、新容器がらみの広告が見当た

りません。なぜなのか、機会があれば確かめてみたいと

思います。次号では、こんな通販氷河期に出現した、ある

突拍子もない「通販」をこ紹介します。

第32回

軍国主義一色の昭和 10年代、物資不足と統制が強まる

につねて、ス、々 の日常からよ「通信販売」という言葉すら、

ほとんど忘れ去られようとしていました。そんな中、昭和

12年 2月の読売新間に珍しく「通信販売」の文字が躍りま

した。「嬌笑を通信販売」という見出しで「通信カフェJな

るものの顛末を報じた記事です。「通信カフェ」という語

感から、多くの人は今はやりの「ネットカフェ」を連想する

かも知れません。ところがこれは、ネットカフェとは似て

も似つかなtノ も`のなのです。通販でモノを売ろうにも売

れるものがない、そ/rtならモノ以外のものを通販してや

ろうと思い立った夫婦がいたのです。記事の内容をざつ

と紹介 tノてみましノよう~~「嬌笑を通信販売― B乍秋、各
新聞紙の案内広告欄に 1通信カフ正三銭切手圭」人照会あ

れJといふ謎みたいな広告が出た。警視庁では誇大広告

取締りのため、その広告主が渋谷区幡ケ谷本側I、 吉田とあ

るところから代々木署で調べてみると、主人公は広告文

案業Y(32)と妻K(32)の夫婦―組、『通信カフェ』とい

ふ猟奇の活字に釣られて三銭切手を封入して来る男たち

に、最初『このうちのどの女性をお選びになりますか?|

と書いて数名の架空の女名前を並べて、その下にそれぞ

れもっともらしく『性質 (性格 )‖ l'趣味』『特徴Jなどを書

いた『女給リスト.1の返事を出す。さうすると折返し男の

方から一人の女性を選んで通知してくる。するとYはお

手のものの文案を練つて、情緒纏綿たる指定された架空

女性の手紙を、女房のKに水茎のあとうるはしく代筆させ

て出す。さて、通信が二回、三回と重なつて「紙上の恋人 ]

の 1'青感が自熱してくると「通信費』として三十銭、四十銭

を送らせ、それからクライマックスに近づくと、一円送れ

ば『恋の奥の奥 |お知らせします、といつた手で、さかん

に砂上楼閣ならぬ 1紙上恋の大遊び1を続けていたもの……1

まあこういつた■1合です。よくよく読んごみると、なんの

ことはない、いわば『有料の出会い系サイト」のはしりみ

たいなものだつたことがわか`ります。なんとも他愛のな

い話ですが、通販氷河期の日陰に咲いたアダ花と言える

かも矢□れません。



明治期、欧米諸国に後れを取ることなく目覚し̀い発展を

遂げたわが圏通販は、大正期に入ると思賀業者の跛 1直など

もあり、一転して停滞期に入ります。そこに発生した関東

大農災、経済恐慌、それにつづく軍国主義台頭の中で、人々

の暮らしから「迫i信販売」が,肖えてゆきます。昭和 ]0年代

になると軍事色は一拒1強まり、統制が厳しさをi曽し、生活

必濡品である米、昧「tl、 砂糖、マッチまでもが切符制1になり

ます。街を行く人々の服装も男子は国民服、女子はモンペ

というのでは、とても通販どころではありません。そしノて中

国戦線が泥沼化する中、昭和 18年、日本 |よついにアメtリカ

を相手の太平洋戦争に突入します。こんな 1犬況下で唯―

存続した通販が、満り1,日 (現在の中 ll l東北部)に移住ヒノた

邦人を対象にした百1.1店 )1販 Fi lノ たて,「 il∴ |サ41 11ttIり ||,11は、

奉天 (現在の澪陽)に設けた出張所を選じて在留邦ス、向 |ブ

に通販活動を行つたという記録が見られます。満のラスト

エンペラー、愛新覚羅澤儀を使儡の元首として日本が力す

くで倉」建 tノた満州 |「lに |よ、日本の貧しい農家の次三男、新

天地で一旗上げたいと聖む人たち、鉄道や炭鉱などの産

業従事者とその家族とt/ヽつた人々が続々海を渡り、軍人を

除いても30万人近くの邦人が定住していたのです。しか

し日本にとつて戦況は悪化の一途をたどつて行きます。家

庭内にある金属類や貴金 lllから、お寺の鐘までもが回収さ

れるほど、物資不足は深亥J化します。そして 8召和 20年、米

軍による全国主要都市への無差別空爆の激化、さらに広島、

長崎への原爆投下をもつて日本は無条件降伏します。空

爆の対象外で内地より平和に思えた満州の1也も、日本の降

服直前になだれ込んで来た 日ソ連軍に蹂躙さね、在留邦

人 |よ命からがら日本に向けて脱出をllJかりますが、その週

程で多くの人命が失われまtノた。日本本土においても、人々

は終戦後も極度の物資不足、超インフレなどで、苦難を余

儀なくされます。しか tノ~方で、駐留軍とともに怒涛のよう
|'1111tメ 1li ti‐7i lllノ iシ

ツ:/け ,Ψ II:`11.∵ 1,|'「 、リツメ リ,7メ、こノ)|キ

らtノに根付いていた 1通イム販売Jが流入して来ることにな

ります。戦後、アメリカの影響で復活ヒノた日本の通販につ

いては少し後 lLnlしにすることにして、次回からしばらくは、

日本の通販が氷河期だつた間に日覚しい隆盛を見たアメ

リカの通販ビジネスを、対照的な2社の行き方を通じて考

察してみようと思しヽます。

聰

経
や
す
魏

薄
丸
∫

紙

ズ

。

■
慰
問
品

第3β蠍


	IMG_20170527_0015.pdf
	IMG_20170527_0016.pdf
	IMG_20170527_0017.pdf
	IMG_20170527_0018.pdf
	IMG_20170529_0004.pdf

